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背景：背景：背景：背景：世界で何百万の女性が出産後に会陰縫合を受け、縫合の種類が疼痛または治癒に影響を及ぼす可能性

がある。70年以上、研究者らは、従来の結節縫合に比べて連続的無結節縫合の方が腟、会陰筋および皮膚の

修復に対し会陰痛が少ないと示唆してきた。

目的：目的：目的：目的：出産後の会陰切開および会陰の第2度会陰裂傷の修復に対する、吸収糸結節縫合に比べた連続縫合の

効果を評価すること。

検検検検索索索索戦戦戦戦略：略：略：略：Cochrane Pregnancy and Childbirth Group's Trials Register（2012年1月20日）を検索し

た。

選選選選択択択択基準：基準：基準：基準：経腟分娩後の会陰切開および第2度会陰裂傷の修復に対する連続縫合法および結節縫合法を検討

しているランダム化試験

データデータデータデータ収収収収集集集集とととと分析：分析：分析：分析：3名のレビューアが別々に試験の質を評価した。3名のレビューア中2名が別々にデータを抽

出し3番目のレビューアがそれをチェックした。その後追加された情報について研究著者に連絡を取った。

主主主主なななな結果：結果：結果：結果：研究参加時8,184名の女性を対象とした8ヵ国の16件の研究を選択した。施術者の技術および訓練

の点で試験には異質性がみられた。メタアナリシスにより、会陰創傷閉鎖（全層または会陰表皮のみ）に対して、

結節縫合に比べ連続縫合の方が分娩後10日までの疼痛の低下に関連性がある[リスク比（RR）0.76、95%信

頼区間（CI）0.66～0.88、9試験]と示された。会陰表皮修復に対し、結節縫合に比べて連続縫合に関連性のあ

る鎮痛使用の全体的減少がみられた（RR 0.70、95%CI 0.59～0.84）。結節縫合に比べて連続縫合群で抜糸

の減少がみられた（RR 0.56、95%CI 0.32～0.98）が、創傷の再縫合の必要性または長期疼痛について有意

差はなかった。

レビューアのレビューアのレビューアのレビューアの結論：結論：結論：結論：結節縫合に比べ、会陰創傷閉鎖に対する連続縫合法は短期疼痛が少なく、鎮痛および抜糸

の必要性も少なかった。また、結節縫合に比べ連続縫合の方が縫合材料の使用が少なかった（1包対2～3包）。

平易平易平易平易なななな要約（要約（要約（要約（Plain language summary））））
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出産後の会陰修復に連続縫合を用いた場合、吸収糸の結節縫合より痛みが少なくなります。
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女性が出産する場合、会陰（腟開口部と肛門の間）が時々裂けることがあり、また、出産を促進し腟開口部の大き

さを広げるため会陰切開（外科的切開）を行う必要があります。会陰切開および裂傷において、筋層の縫合が必

要になる（第2度会陰裂傷）場合があります。世界で何百万の女性が出産後に会陰縫合を受け、縫合の種類が疼

痛、不快感または治癒に影響を及ぼす可能性があります。経腟分娩後、1日に会陰縫合を受ける女性は、英国だ

けで約1,000名、世界では何百万人の女性にも上ります。助産師または医師が会陰切開または第2度会陰裂傷

の縫合を行い、腟、会陰筋および皮膚の3層を縫合します。従来、腟は連続的に結節縫合し、会陰筋および皮膚

は糸が抜けないように別々に約3～4針の結節縫合で修復されます。研究者らは70年以上、「連続的無結節縫合

法」が「従来の結節縫合法」よりいいと示唆してきました。このレビューでは、「従来の結節縫合法」と比較した「連

続縫合法」について検討し、8ヵ国の8,184名の女性を対象とした16件のランダム化比較試験（RCT）を同定しま

した。試験結果では、皮膚直下（皮下）の縫合により痛みが減り、出産後の鎮痛と抜糸の必要性が減少しました。

全3層の修復に「連続的縫合法」を用いた場合、さらに痛みが減りました。ただ、試験によって施術者の技術や訓

練が様々でした。会陰修復訓練プログラムを評価するため、他の研究が必要です。さらに、出産中の会陰外傷罹

患率を低下させる介入について検討する研究が必要です。

また、結節縫合に比べ連続縫合の方が縫合材料の使用が少ない（1包対2～3包）というある程度のエビデンスも

みられました。

（監訳 江藤 宏美） 
翻翻翻翻訳訳訳訳公開日：公開日：公開日：公開日：2014年 1月 28日 

ごごごご注意：注意：注意：注意：この日本語訳は、臨床医、疫学研究者などによる翻訳のチェックを受けて公開していますが、訳語の間違いなどお気づきの点

がございましたら、Minds事務局までご連絡ください。なお、コクラン・ライブラリは年12回改定版が発行されます。Mindsでは最新版

の日本語訳を掲載するよう努めておりますが、編集作業に伴うタイム・ラグが生じている場合もあります。ご利用に際しては、最新版

（英語版）の内容をご確認ください。
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